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核兵器のない平和な世界を

原水爆禁止世界大会成功へ

平和の波を松江から

日
本
共
産
党
が
創
立
さ
れ
一
〇

〇
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
さ
れ
た
一
九
二
二
年
当
時

は
、
国
家
神
道
と
絶
対
主
義
天
皇

制
下
の
大
日
本
国
憲
法
下
で
、
と

り
わ
け
一
九
二
五
年
の
治
安
維
持

法
（
後
に
最
高
刑
死
刑
）
等
に
よ
っ

て
、
国
家
と
り
わ
け
特
別
高
等
警

察
は
、
国
民
の
集
会
・
結
社
・
表

現
の
自
由
だ
け
で
な
く
、
思
想
・

信
条
の
自
由
を
奪
い
、
「
大
本
」

教
の
王
仁
三
郎
な
ど
の
宗
教
者
、

過
酷
な
労
働
者
の
生
活
状
況
を
描

い
た
小
説
「
蟹
工
船
」
の
小
林
多

喜
二
な
ど
の
作
家
・
文
筆
家
を
は

じ
め
多
く
の
進
歩
的
な
知
識
人
、

宗
教
者
、
国
民
を
弾
圧
し
、
警
察

捜
査
段
階
で
の
拷
問
死
さ
え
も
た

ら
し
、
牢
獄
に
つ
な
い
だ
。
こ
の

当
時
、
共
産
党
は
結
社
の
自
由
が

認
め
ら
れ
ず
非
合
法
化
さ
れ
、
そ

の
活
動
は
投
獄
、
死
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
戦
前
の
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
の
植
民
地
化
の
侵
略
戦

争
反
対
、
主
権
在
民
、
君
主
（
＝

絶
対
主
義
天
皇
）
制
廃
止
を
叫
び

献
身
さ
れ
た
共
産
党
の
先
人
た
ち

や
山
本
宣
治
（
労
農
党
）
ら
の
非

戦
・
反
戦
を
か
か
げ
倒
れ
た
人
に
、

さ
ら
に
は
議
会
制
度
を
空
洞
・
形

骸
化
す
る
戦
争
礼
賛
の
大
政
翼
賛

会
（
一
九
四
〇
年
）
の
推
薦
議
員

に
よ
る
翼
賛
政
治
に
異
を
唱
え
国

会
内
で
反
対
し
た
非
推
薦
の
三
木

武
夫
（
後
の
首
相
）
、
安
倍
寛
な

ど
の
国
会
議
員
、
一
二
年
間
の
獄

中
非
転
向
を
貫
い
た
宮
本
顕
治

（
元
共
産
党
書
記
長
・
委
員
長
。

作
家
宮
本
百
合
子
の
夫
）
の
存
在

に
、
深
い
畏
敬
の
念
を
禁
じ
得
ま

せ
ん
。

こ
れ
ら
日
本
共
産
党
等
が
命
を

賭
し
て
先
見
的
に
戦
前
主
張
し
て

き
た
こ
と
の
柱
は
、
連
合
国
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
（
米
国
）
の
占
領
下

で
現
行
の
日
本
国
憲
法
（
一
九
四

六
年
制
定
）
の
な
か
に
、
戦
争
放

棄
の
恒
久
平
和
主
義
、
主
権
在
民

（
＝
国
民
主
権
）
、
基
本
的
人
権

の
保
障
の
条
文
と
し
て
結
実
さ
れ

ま
し
た
。

し
か
し
米
国
を
主
と
し
た
連
合

国
の
統
治
下
の
再
生
日
本
は
、
第

2
次
大
戦
後
の
米
ソ
（
ソ
ビ
エ
ト

共
和
国
連
邦
一
九
一
七
～
一
九
九

三
）
の
冷
戦
体
制
・
構
造
の
中
で
、

こ
の
憲
法
の
恒
久
平
和
主
義
の
戦

力
不
保
持
条
項
を
形
骸
化
さ
せ
ら

れ
て
い
ま
す
（
九
条
二
項
）
。
自

民
党
は
、
限
定
的
に
せ
よ
今
日
で

は
自
衛
隊
に
よ
る
「
敵
基
地
攻
撃
」

（
＝
反
撃
）
能
力
の
保
持
、
そ
し

て
自
衛
隊
の
憲
法
９
条
へ
の
条
項

追
記
の
「
憲
法
改
正
」
を
公
然
と

主
張
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
が
、
憲
法
が
も
つ

最
高
法
規
性
と
い
う
、
下
位
の
法

律
、
政
令
、
省
令
、
規
則
等
が
憲

法
条
項
規
定
の
い
ず
れ
に
も
反
し

て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
効
力
を

も
た
な
い
と
す
る
条
規
（
九
八
条
）

を
順
守
す
る
べ
き
と
の
立
憲
主
義

に
忠
実
な
主
張
は
、
憲
法
制
定
史
、

学
理
、
日
本
歴
史
の
到
達
点
を
正

し
く
踏
ま
え
受
け
止
め
た
も
の
で

す
。
し
か
し
、
今
日
ま
で
朝
鮮
戦

争
を
契
機
と
し
た
警
察
予
備
隊
、

保
安
隊
そ
し
て
自
衛
隊
へ
と
い
う

軍
隊
の
創
設
（
一
九
五
二
年
）
、

自
衛
隊
の
海
外
派
兵
（
イ
ラ
ン
対

策
特
措P

K
O

法
等
）
、
安
倍
内
閣

に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
是
認

の
閣
議
決
定
（
二
〇
一
五
年
）
な

ど
憲
法
条
項
へ
の
違
反
・
違
憲
行

為
の
既
成
事
実
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。二

〇
一
六
年
以
来
、
安
保
関
連

法
（
戦
争
法
）
の
廃
止
を
求
め
て
、

私
ど
も
市
民
（
「
同
法
の
廃
止
を

求
め
る
島
根
大
学
人
の
会
」
）
と

野
党
・
立
憲
民
主
党
・
社
会
民
主

党
・
国
民
民
主
党
島
根
県
連
・
日

本
共
産
党
が
、
共
同
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
運
動
を
進
め
、
焦
眉
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
政
府
の

軍
事
侵
略
反
対
、
即
時
停
戦
の
国

際
世
論
を
広
げ
、
憲
法
の
恒
久
平

和
主
義
、
国
際
協
調
主
義
の
理
念

に
沿
っ
て
、
主
権
者
の
輝
く
平
和

で
豊
か
な
日
本
社
会
の
建
設
の
た

め
に
と
も
に
前
進
さ
れ
ん
こ
と
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

主
権
者
の
輝
く

平
和
で
豊
か
な

日
本
社
会
の
建
設
の
た
め
に

三

宅

孝

之

島
根
大
学
名
誉
教
授

日本共産党
100周年

原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

松
江
市
役
所
へ

７
月
20
日
に
島
根
県
入
り
し
た

国
民
平
和
大
行
進
は
22
日
に
松
江

市
入
り
、
原
水
爆
禁
止
島
根
県
協

議
会
の
西
尾
幸
子
代
表
理
事
（
90
）
、

同
事
務
局
の
西
村
容
子
さ
ん
、
徳

永
和
洋
さ
ん
が
松
江
市
役
所
を
訪

れ
ま
し
た
。

西
尾
さ
ん
は
、
建
物
疎
開
の
作

業
中
に
原
爆
で
亡
く
し
た
同
級
生

２
２
３
人
へ
の
思
い
を
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
に
し
、
戦
争
体
験
を
語
り
継

ぐ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
「
二
度

と
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

核
兵
器
は
人
間
が
持
っ
た
り
作
っ

た
り
し
て
は
い
け
な
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。
徳
永
さ
ん
は
「
松
江
市

も
非
核
市
長
会
議
に
参
加
し
て
い

る
。
思
い
を
共
有
し
て
今
後
も
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
要
請

し
ま
し
た
。

応
対
し
た
永
田
幸
子
総
務
課
長

は
「
市
と
し
て
ペ
ナ
ン
ト
へ
の
署

名
は
で
き
な
い
が
、
今
年
は
市
役

所
玄
関
ホ
ー
ル
で
の
原
爆
ポ
ス
タ
ー

展
を
三
年
ぶ
り
に
再
開
す
る
。
核

兵
器
を
な
く
し
た
い
と
い
う
思
い

は
共
有
し
て
い
る
」
と
応
じ
、
福

島
恵
美
子
市
議
会
事
務
局
長
は

「
松
江
市
議
会
と
し
て
も
核
兵
器

の
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
に
努

力
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る

（
Ｈ
18
）
、
ま
た
２
月
議
会
で
は

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対

す
る
決
議
を
市
議
会
で
あ
げ
、
市

長
も
ロ
シ
ア
に
対
す
る
抗
議
声
明

を
出
し
て
い
る
。
今
後
も
核
の
な

い
世
界
へ
む
け
て
取
り
組
ん
で
行

く
」
と
話
し
ま
し
た
。
市
議
団
か

た
ち
ば
な
市
議
が
同
席
し
ま
し
た
。

松
江
集
会
、
原
爆
パ
ネ
ル
展
も

翌
23
日
に
は
平
和
行
進
松
江
集

会
が
開
か
れ
リ
レ
ー
ト
ー
ク
と
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

徳
永
事
務
局
長
は
「
島
根
県
と
松

江
市
は
“
核
兵
器
禁
止
条
約
に
日

本
政
府
は
参
加
を
”
と
い
う
文
言

が
あ
る
こ
と
で
ペ
ナ
ン
ト
に
署
名

せ
ず
残
念
」
と
報
告
、
西
尾
代
表

理
事
は
「
諸
外
国
で
は
地
方
の
首

長
か
ら
核
兵
器
廃
絶
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
松
江
市
も
国
に
対
し
て

声
を
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
口
々
に
「
核

兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る
政
府

を
」
「
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し

て
声
を
上
げ
よ
う
」
と
訴
え
、
共

産
党
市
議
団
か
ら
た
ち
ば
な
ふ
み

市
議
が
参
加
し
連
帯
の
挨
拶
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
で
「
青

い
空
は
」
を
歌
い
平
和
へ
の
思
い

を
共
有
し
ま
し
た
。

同
じ
敷
地
内
の
松
江
テ
ル
サ
ア

ト
リ
ウ
ム
で
は
「
高
校
生
が
描
く

原
爆
の
絵
と
原
爆
パ
ネ
ル
展
」
が

終
日
開
催
さ
れ
原
爆
の
絵
に
多
く

の
通
行
人
が
見
入
り
ま
し
た
。


